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日本の本　故郷の本
日本の本故郷の本留学生がすすめる
戦前の日本、戦後のスペイン
キヌエ・ツバタ・マエストゥレ
（
K
inue T
subata M
aestre ）
マドリード自治大学交換留学生／スペイン／スペイン語私は日本文化
を
考えるたびに、 『坊ちゃん』
という好
きな
本
を
思
い
出
す
。この
本は夏目漱
石によって
書かれた
。楽
しい
話
なので
、読
み
やすい
本
だと
思う。
主人公は東京
で
大学
を
終えてから、四国
の
ある村
で
数学
の
先生
として
教えはじめた
し
かし
、生活は大変
だった
。それは、生徒に悪
い
冗談
を
言われて、また
他
の
先生
との
関係
が
よくな ったから
。主人公はときどき、教師
としてのモラルに問題もあった
。
作家は主人公
の
話
を
通
して
、人間関係につ
いて
意見
を述
べている。
また
私にとって
、スペイン人によって
書か
れた
本
を
一冊選ぶのは極めて
難
しい
。
しかし
、
最も好
きな
本は『
ラ
・コルメナ』
という本
で
ある。
カミロ・
ホセ・セラは、スペインの内
戦
が
終わってから
、この
本
を
書
いた
。本
の
背
景は一九四三年
のマドリードだ
。主人公
が
定
められていないので、変わった
本
だとされて
いる。様々
な
人
の
生活に関
する話
が
現れる。
社会的
なリアリズムの
文体
を
通
して
、簡単に
作家は自分
の
意見
を
述
べる
。私はこの
本
を
読
めば
読むほど
、さらに好
きになると
感
じる。
夏目漱石『坊ちゃん』岩波文庫、一九五〇年C
am
ilo José C
ela, La colm
ena, Alianza Editorial, 
1992 （
カミロ・
ホセ・
セラ
『
ラ
・
コルメナ
』会田由・
野々山真輝帆訳、白水社、一九八九年）文化と言語理解に役立つ本
ルディツキー・ヴィタリー
（
ǥȧȘȜȪȞȜȝǗ
ȜȦȔȟȜȝ ）
言語文化学部日本語専攻三年／ウクライナ／ウクライナ語
『日本人
のための
憲法原論』
の
評判
がとても
よかったから
探
すことにした
。あまりの
分厚
さにびっくりしたが
、勇気
を
振り絞
った
。全
部
で
一三章、 「日本国憲法
は
死
んでいる
」
と
いう衝撃的
な
章から
始まり「憲法はよみがえ
るか」
という章
で
終わる。
本書には「憲法
とは、西洋文明
が
試行錯誤
の
末に産
み
出
した
英知
であり
、人類
の
成功
と
失敗
の
経緯
を
文明化
したものである」
と
書
い
てある
。ほとんど
全
ての
言葉
がキーワードと
言えるが
、強調
したいのは
「西洋文明」
とい
う言葉
だ
。憲法
が
生まれたのは日本
でも中国
でもない
。資本主義
と
民主主義
が
生まれたの
も東洋世界
の
国
ではない
。中国は長
い
歴史
を
もっていると うのに
。
しかも、現在におい
て
富裕国
であるにもかかわらずだ
。
つまり憲
法
や
資本主義
や
民主主義
などが
生まれるうえ
でお
金
などはそれほど
重要
ではないというこ
とだ
。
それらが
生
まれるには
「神様
の
前
では
みな
同
じ
」 「契約
を
守
らねばならない
」
とい
う考え方
が
必要不可欠
だ
。
しかし
日本
や
中国
にはそうした考え方
がなかったから
、憲法
な
どは生まれなかった。
西洋
では口約束も契約扱
いされる
。
たとえ
ば
選挙
の
前に様々
な
政治家
が
綺麗
ごとを
言
っ
ている
。それは噓
だろうが
、約束
したことと
正反対
の
政策
を
採
っている政治家はあまりい
ない
。
しかし
日本はどうだろうか。紙上
の
契
約は守
っているが
、口約束は守
ってない
人
が
かなり多
い
。日本
の
政治家
ともなると
約束
を
外語大でまなぶ留学生のみなさんがおすすめの本を紹介してくれました。日本と、自身の故郷にまつわる書物を選んでくれています。ぜひ手にとってみてください。
　　　　　　
（所属／出身地／母語）
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守
っている人
が
一人もいない
！
　 選挙
の
前に
「私
は
原発
に
反対
です
！」
や
「増税反対！」
など
言
っておきながら
、選
ばれたら
「原発
を
再稼働
します
」
など
全
く
反対
のことを言う首
相
の
名前は わなくてもわかるだろう。
本
を
読
んで
、小室先生
の
圧倒的
な
知識
の
量
に感動
した
。歴史
や
宗教
や
経済
など
、幅広
い
知識
の
持ち主
で
、憲法
の
基礎
を
説明
するため
に様々
な
知識
を
使
っている。特に歴史
とキリ
スト
教についてたくさん書かれている。私は
一応
カトリック
教徒
なのに、小室先生
が
書
い
ていたキリスト
教に関
することは全然知
らな
かっ
た
。
外大生にこの
本
を
読
んでほしい
。日本
の
文
化
だけではなく
、
ヨーロッパなどの
文化
や
歴
史
などの
理解
が
深まるからだ
。
ロシア文学
といえばドストエフスキーやト
ルストイなどが
思
い
浮かぶかもしれないが
、
私
が
選
んだのは
文学作品
ではなく
、
イリヤ
・
フランクの外国語に関
するシリーズだ
。
イリヤ
・フランクは多
くの
外国語
を
話
す
。
天才
だからではなく
、自分に合
ったやり方
を
見
つけたからだ
。その
勉強
の
仕方
が
誰にも使
えるとは
限
らないが
、
とても参考にな ので
はないか
。
そして自分
のやり
方
をもとに
、
いろんな
外
国語
を
勉強
している
人向
けに多
くの
本
を
出
し
た
。
ネイティブが
読
んでいるような
有名
な
作
品
の
一部
をとって
、フレーズの終わりに括弧
の
中
で
単語
やフレーズの訳
を
書
く
。そして、
その
後に同
じ
部分
を
載
せるが
、訳
を
載
せない
。
これを読めば
、語彙
を
簡単に増
やすことがで
き
、また
外国語
が
上手
くなるだけでなく
、外
国語
を
教える立場になったら
役立
つと
思う。
小室直樹『日本人のた の憲法原論』集英社インターナショナル
、二〇〇六年
ǝ
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（ 『人間
の
顔
をもつドイツ
語文法』未邦訳）
人生と社会問題について
金美恵
国際社会学部日本地域専攻四年／韓国／韓国語
最初に紹介
するのは
『田舎医師
の
美
しい
同
行１』
である
。この
本
では、現役外科医
とし
て
働
く
中
で
触れた
患者
が
取り上
げられている
。
家族
の
生存
を
願う親、患者
を
救うために必死
で
手術に臨む医師、死
を
淡々
と
迎える患者
の
姿
などが
書
き
込まれた
三五編
のエピソードが
載
せられている
。病気
と
向
き
合
い
、生
きる希
望
を
失わず
精一杯生
きる彼
らの
姿
を
見
るだけ
でたくさんのパワーを
得
ることができた。
いつか死
ぬことは
不変
の
真理
であり、これ
から
死
を
迎えるまでの
人生
をどう
生
きていく
のかについて考えるようになった。さらに、当
たり前
と
思
ってしまいがちだが
、今日
を
健
康に生
きていることがいかにありがたいこと
か再
び
感
じるこ ができた
。人生について深
く
考えさせられたこの本
を
皆さんにもぜひお
勧めしたい
。
次
の
本
は、 『韓国
ワーキングプア
88万
ウォ
ン
世代』
である
。二〇〇七年韓国
で
発売され
同年
のベストセラーになったこの
本には、韓
国社会
が
抱えている
諸問題
が
詳
しく
語
られて
いる。八八万
ウォンとは
、二〇代
の
非正規労
働者
の
平均月給
を
指
す
。大学
を
出
ても定期職
につけず
非正規労働にしか従事
できない
若者
を
「八八万
ウォン
世代」
と
言う。この
本
が
発
売されてから一〇年近
くたった
今も、就職難
や
格差問題は深刻
な
状態
である
。格差問題は
韓国
のみならず
、日本
でも共通
してみられる
社会問題
なので
、この
本
を
通
して
日本
が
今抱
えている
問題についても目
を
向
けるきっかけ
になればと
思
っている。
짣
몋
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섢
큲
쭏、二〇〇五年
（ 『田舎医師
の
美
しい
同行
１』
 未邦訳）
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컫
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엖
싢
팧、二〇〇
七年
（禹晰熏・朴権一『韓国
ワーキングプア
88万
ウォ
ン
世代
―
絶望
の
時代
に
向
けた
希望
の
経済学』金友
子・金聖一・朴昌明訳、明石書店、二〇〇九年）
T1603027／Pieria(2016)春.indd   54 2016/03/17   15:42:34
